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はじめに

リクシャ (riksha。英語表，；じでは rickshow)は，

前が自転車式になった三輪の人力車で，南アシア

一帯で広く利用されている公共交通機関である 0

その哨ーの動力は人間の脚J]であり，また制動機

関はその運転手が両手で操る前輪のプレーキだけ

しかないというきわめて単純な構迅を持つ。ハン

グラデシュは「リクシャの国」と呼ばれるほどリ

クシャの多い国である。都Ihであると付部である

とを問わず，ほとんど国中てリクシャが見られる。

まさに溢れているという表現が当てはまるような

そんな状況なのてある。灯然のことながら， こう

したリクシャを引く運転手たち．ベンガル語でリ

クシャワラ (riksha-wara,，英語表記ては rickshow

puller)と呼ばれる人たちもその数はまたきわめて

多い。しかし，不思議なことに， リクシャそのも

のについても， またそれを‘}|＜リクシャワラにつ

いても，これまでほとんどまともに取り上げられ

ることはなかった（＂

筆者は最近発表した小論において，ハングラデ

シュ東部のあるムラを事例として取り上げ，ごれ

『アシア経済』 XXXIII-100992.10) 

まての分類からも，また景観上からも純然たる農

村と見えるムラにおいて，実は約70~ゞ ょの世帯が自

家生産農作物では最低必要量の1'：分以下しかまか

なえず，多くの世帯か何らかの形で農業外労働に

関与していることを明らかにしたm]）。だが， こ

れらの世帝の稼ぎ手たちは，その大部分か資本も

教育も技術もなく，農業外の分野に移ろうとして

もその移行はそれほと簡単ではない。なぜなら，

ちょっとした打商や露店商でさえも，始めるため

には若干の資本が必要であり，また，ただでさえ

失業者が溢れているハングラテシュの現状ては，

新たに勤め口を探そうとしても，何の技術も教育

もない状態てはそうやすやすとは参入かできかね

るからである。そうした中で， リクシャ産業はそ

れらの人々が最も容易に参入できる分野となって

いる。現に，調査村の場合にも農業（農業労働者

を含む）に次いで最も多くの人が関与する職てあ

った(it2) 。

そこて，本稿ではこの知られざる多くの人々の

牛活の一端に触れることから，彼らの生泊と現在

のハングラテシュにおける「ムラ」と「マチ」の関

係とを考えてゆきたい。

対象地域としては，チッタゴンのリクシャ産業

を取り上げる。チッタゴンはバングラデシュ南東

部に位置し，首都ダッカに次ぐI叫］国第2の都市で

あり．また同国第 1の港湾都市でもある。さらに，

バングラデシュはジョムナ (Jamna。プラフマプト
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Ⅰ　チッタゴンのリクシャ産業の概要
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ラ (Brahmaputra〕），ポッダ (Padmacカンシス），

メグナ (Meghna)と3つの大河に国士を分断され

ているが，この 3大河の東側，同国の東部（チッ

タゴン管区）で最大の都市でもあるでしかし， 1971

年に独立を達成して以来．首都としてのダッカか

その比重を増すにつれ，さまざまな機能もダッカ

に集中するようになり， 一般の人々や研究者の関

心もそちらに向かうにつれて，チッタゴンは脇に

追いやられた感もある。そのためか，ダッカに関

してはさまざまな分野で研究がなされているが，

チッタゴンに関してはごく限られたことしか分か

っていないというのが現状である。ここに．チッ

タゴンを選ぶ 1つの理由がある。

これとは別に， もう lつ大きな理由がある。筆

者が調査を続けてきたコミラ (Comila)県の北部の

ムラ（ダッカから東北東に約100宝の所）から．なぜ

か約200累も離れたこのチッタゴンに出稼ぎや移

住をする者が多いのである。最初は調杏対象村だ

けの特殊な現象かと思い，あまり気にも留めなか

ったが，調杏を続けるうちに，とうやらもう少し

複雑な関係が背景にあることに気がついた。この

点に関しては後で詳しく触れることにしたい。ぱ

たしてこうした関係を都市の側から見るとどうな

るのか，その検証のためにもチッタゴンを選ぶ必

要があったのである。

（注 l) 拙稿「r農民社会』・『農民』・農業外労慟ー ハ

ングラデシュの職業構造の事例から 」（『民族学研究乙

第56巻第 1号 1991年6月） 20~44ペーシ‘9こ

（注 2) たたし，ハングラテシュ国内ても地域差かあ

り，国内のとこにおいてもこうしたことか廿てはまると

言えるわけではない。

I チッタゴンのリクシャ産業の概要

いったいどの程度のリクシャか現実に稼働し， と

の程度の人間かそれに関与しているのてあろうかこ

サリム・ラシドの論によれは． 1978~79年のタッ

力において、周辺地域から流入するリクシャも含

めて推定4万台のリクシャがタッカ市内で稼働し

ており，他方、 リクシャワラの人数は青 1日2交

代制なのてリクシャ台数の 2倍てあるが，かなり

の数の者かあふれていることを考慮すると，およ

そ 10 万人とされている国•1 ・,。しかし，その 10年

後，所轄官庁である地方政府農村開発協同組合省

Cviinistry of the Local Government, Rural Devel-

opment and Cooperatives)の当時の大臣は，答弁

の中て正式に免許を取得したリクシャがダッカに

8万8159台あると語っており， さらにその 1年後

の答弁ては（免許の取得の有無は不明たか） 8万2740

台あると語っている灼f.2)。また，チッタゴンにつ

いては， 1989年の時点で約 170万人の市民に対し

ておよそ 7万台のリクシャと6000台のヘヒータク

シーがあるとされている nt3)。本稿ては、事例と

してチッタゴンのリクシャワラたちを取りtげる

ため，ここではチッタゴンでの数値を基にして大

まかな推計を行なってみたい。

かりに，チッタゴンで報告されている 7万台と

いう数値を登録されている（すなわち免許を取得し

た）リクシャの台数であるとする。ところて，筆

者の調育上の経験から言うと，実はこの他にかな

りの数の未登録のリクシャか存在するmi)。他方，

免許を取得しておきなから，修理中であるとか事

実上の廃車となっていて新しい車体を待っている

最中の言わは空ナンバーがある等の理由から．実

際には稼働していないリクシャかこれもまた相当

数存在する 3 この両方の数字をほほ同等であると

仮定して差引ゼロとすると，やはりおよそ 7万台

ところで，漠然と多いという形容をしてきたか， のリクシャが実際に稼働していることになる。同
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様に， リクシャワラに関してもサリム・ラシドが

考えるほど単純ではない。なぜなら，確かに 2交

代制であるから単純計tiすれば2倍になるはずで

あるが，実際には 1人で丸 1日リクシャを使用す

るリクシャワラか一定数いるのである。それゆえ

に，実数は 2倍をかなり下回るごと！こなる。しか

し，これに，仕事にあふれている者の数を加える

と，実際に現役のリクシャワラとして働いている

のは，結果的には実際に稼働しているリクシャの

台数の約2倍．］4万人程度という数字か推定され

るのである。

だが， リクシャ産業に携わっている人々はこれ

だけに留まらない。リクシャはガレージと呼ばれ

る場所に所属するが．こうしたガレーシは大体あ

る1人のオーナーが所有している。そして， リク

シャワラたちはオーナーと契約をし，ある特定の

ガレージに所属する形でリクシャを借り受けてい

ることが多い。チッタコンのカレーシの規模は一

般的にタッカよりもその規模か大きいようである

が．それでも市内には 1000を優に上回る数（正確

な敷字は雁かめようもないが，おそらくは3000以 1:）

のガレージがあるはずで．当然それと同数のオー

ナーがいることになる。各ガレージにはガレージ

専属のメカニックと呼ばれる修理工が大体リクシ

ャ10~25台に対して 1人の割合でいることが普通

であるが，個々のメカニックの能力差を考慮する

と． 7万台のリクシャに対して3000~5000人のメ

カニックかいると考えられる。

さらに． リクシャの製造は分業制で行なわれて

いる。シートや幌のビニール脹り布を縫う人，祝

の竹枠を作る人，座席の木の枠を作る大工，それ

にトタンを張り付けるフリキ職人，シャーシを作

る溶接工，各種の部品を作る町工場のエ員たち

（ただし，部品のうちのかなりの割合で中1_[：]ないしイ

ンドからの輸人品がある），それらの部品を専門に

売る音〖品商，等々，（統計など望むべくもないが）筆

行の柑定では，これらの数はチッタゴンおよびそ

の近辺で 1万人を優に上回ると見られる。この他

に，各種の専らリクシャワラを相手とするサービ

ス業（たとえばリクシャ宿，町中の路ヒでの応急修理

辿具0)貸出し，ガレーン園辺の食堂，小さな茶I占，さ

らには［リクシャワラには単身赴任者や独身者が多い

ことがら〕専ら彼らたけを相手とする女性たち等々）

に従'-liする者かおり， これもその数が1万人を超

えると考えられる。こうして直接しこリクシャ産業

に携わる人たけで，その数は 16万～17万人とい

う数字が弾き出される。チッタコン市の人口か約

170万人であるというから，史に市I))人口 0)およ

そ10分の 1がリクシャ産業（こ携わっているという

ことになるC かなり曖昧な捐測を基にしていると

はいえ， これは驚くべき数字である。

しかも， この計算には間接的にリクシャ廂業に

関与している人々（たとえば，原料となるビニール

張りし）布や竹や鉄材の製造・流通・販売業者，その

他）の数は含まれていないI))てある。こうしてみ

ると、いか（ここのリクシャ産業が大きな意味を持

つも I))てあるかがはっきりしてくるてあろう(d:5 J 

(ij, l) Salim Rashid, The kickshow Industrv of 

Dhaka: Preliminary Findings,ダッカ， BIDS,1986年c

ちなみに． この研究はダッカのリクシャ弗業について一

応の概投を捉小しているが．かなり曖昧な、点も見られる

ことに注意する必要があるなお，リクシャについての

研究はきわめて少ないか，ダッカのリクシャ産業の現状

および他の交通機関との対比等の点を．宅に都市計画・

都市itl付層問むとの関吐て論したものに次のものかある。

Saito, Fumihiko, "Rickshows in Integrated Planning 

Case Study of Dhaka, Bangladesh,`'ダ、I力． UNDPハ

ングラテシュ'!i務所に捉出されに報告．木公刊．執筆期

Hの表記なし（おそらく 1990年）。また．カルカ、J夕のリ

クシャについては．次の，，繭の中に若干のげ及が見られる。
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Ⅱ　運営形態とリクシャワラの収入
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押川文-f-I出稼ぎ咽労働移動と村の変化 イント・ヒ ち，早朝（大体4時ないし 6時）から 14時までと 14

ハール州0)--"fi:例 」（『アジア経済』第26巻弟 li; 

1985年1月） 49~71ページ。リクシャ産業の内部事情や

リクシャワラ個々の生活についての研究はほとんどない

のが現状である。

（注2) それぞれ． BangladeshObserver, 1989年2月

7日の記事．および BangladeshTimes, 1990年6月19H

の記事。

(ii: 3）凡m1<ladeshObserver, 1989年11!1I fl(J）,,d巾，9

(i:1:4) ここからの記述は． 1989年から91り初めまて

のおよそ 2it4こわたり．少しずつ確認したことを，必要

最小限たけまとめたものである。

（注5) なぜ．これ程までに大規模な分野が無視され

てきたのか。鶴見良行は東南アジアの歴史を論じる中で

「『地方史』の国策による意図的見落し」ということを指

摘している（鶴見良行「マカッサル海道」（鶴見良行・村

井吉ri,(編 r迅(J)アジア史』同文舘 1991り`l，19~71ペー

ジ） 0 これと対ltIII能な側面がバングラテシ 1 U)リクシ

ャ産業についても月えられるかもしれない。

II 運営形態とリクシャワラの収人

それでは，チッタゴンのリクシャ産業は具体的

にはどのような運営形態によって運営されている

のであろうか。

まず第 1に免許制である。免許には 2種類ある。

1つはリクシャ白体の免許である。リクシャは、

新規に製造されると，まず免許を申泊してナンハ

ーを交付されなければならない。このナンバーは

直接リクシャの車体に取り付けられる。これはリ

クシャに独自のナンバーであるが，基本的には自

動車の場合と変わらない。もう 1つは， リクシャ

ワラか取得する免許である。

第2には，レンタル制ということか特徴として

挙げられる。自分でリクシャを所有してそれをりl

くというオーナー・ドライバーもいるが，その数

はきわめて限られている。貸出しはマダンと呼ば

れる独特の時間区分に従って行なわれる。すなわ

64 

時から深夜（通常22時ないし24時）までに 1日を 2

分して，その 1つ1つを 1マダンと呼ぶ。料金は

1990年末から91年初頭にかけての時点で， 1マダ

ンにつき20~25タカであった（ちなみに， この時点で

l八=;4円、米は 1認の値段か 10~13',)であった）。

貸出し料金に差があるるのは， リクシャ l台］台

の車体の状態にがかあるからである。廃車、「lii！て

がたがきたリクシャは，こぐのに大変な労力を要

し，危険性も高く，客も敬遠したり料金を余計に

値切ったりするために．貸出し料金もやや安い。

ちなみに，貸出し料金は日払いでその日のリクシ

ャを返す時点で清算することか原則となっている。

なお， リクシャは lマダンに限らず 2マダン，

すなわち全Il借りることも可能である。その際の

貸出し料金は，枯本的には 1マダンの 2倍てある

が，交渉によって枯lこの値引がなされることか多

しl
゜
第3の特徴は，ガレーシ制である。この点が最

も特徴的であり，かつ重要な点でもあるので，以

下にやや詳細に況明することとしたい。

ガレージとは，巾務所とリクシャの駐輪場兼修

理場と休憩所兼夜間術lH所を全て兼ね合わせたよ

うな特定の場所のことをけう。ガレージは，通常

1人のオーナーが所有・管理しており，めったに

共同経営は見られない。ガレージの規模はさまざ

まであり，小はリクシャ 5台所有程度から大は

200台ないし300台を所fiするような大規模のもの

まであるが，チッタゴンの場合に多いのは所h規

模30台から70,80台程度の大きさのものてある。

各ガレージには， メカニックと呼ばれる専属の

修理工がいる。リクシャの台数やメカニック個々

の能力によるが，大体は前述のようにリクシャ10

~25台につき 1人の割くらいでメカニックがいる
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ことが一般的である。また，オーナーはメカニッ

ク上がりが多い。メカニックが複数いる場合には，

通常はその中に 1~3人の見習いのメカニックか

含まれる。メカニックは， リクシャワラとは異な

り，大体が月給制である。ただし，月給制とは巨

っても日給月給の場合が多いのたか，いすれにせ

ょ， リクシャワラに較べるとその身分は安定して

いる。

各ガレーシでは，そのガレージ独自の通し番号

を所属のリクシャに付けている。それゆえに，あ

る程度慣れている人が見れば，有名ガレーシのリ

クシャはその通し番号を見ただけでそれと分かるこ

リクシャワラの多くは毎日特定の番号のリクシャ

を特定Qマダン引いている。こうしたリクシャワ

ラは，他の方法では容易に居場所を特定てきなく

とも，「何々ガレージの何番リクシャを朝（または

午後） 4|いている男」として比較的容易に探した

すことができる（もちろん，ガレージの場所を特定

できていることが前提条件てあるが）。これらのリク

シャワラは比較的長期間（半年から場合によっては

20年以tにも及ぶ期間）特定のガレージに所属する

ことが多し％

他方，こうしたある程度固定したリクシャワラ

の他に，そのHその日の空いているリクシャを引

くリクシャワラがどのガレージにも一定の割合

で存在する。これらのリクシャワラは，一般的に

短期ないしは不定期所属の者が多い。 1回の所属

期間は数日から長くてもせいぜい半年以下てあ

るけi:1)。

さて，ガレージは修理場でもあるけれども， リ

クシャのパーツはほとんど置し）ていない。バーツ

は，基本的にはそのつど近くのパーツ店から購人

する。こうしたパーツ代は，多くの場合にはリク

シャワラの個人負担である 3 もちろん，日々のメ

インテナンスは無料でメカニックかしてくれるし，

工具や油の使用，パンクの修理等も，ここですれ

ば無料である。しかし， リクシャワラか自分の過

失てリクシャを損傷したり盗まれた場合には，損

失分を全額弁償しなければならない。こうした事

故に関する保証はほとんと何もない。

ガレーシには， リクシャの盗難防止のためと深

夜や早朝のリクシャの修理および管理のために，

夜間にはメカニックのうちの 1人ないし 2人が必

ず宿直として泊まり込む。多くの場合，宿泊代が

浮くので，若い下っ端のメカニックがこの役に就

くこカレーシには，その一画にこれらの人が泊ま

れるようなベッドを置いた屋根つきの場所がある c

こうした場所は，昼間はメカニックたちが交代て

休んたり，疲れたリクシャワラが一時的に休息を

取ったりする場てもある。さらに，この一画には

その日の売上げを一時的に保管する金庫の役目も

兼ねた小机が備えられており，入金の管理や帳簿

の管理は全てここで行なわれる。

オーナー・ドライバーたちも，毎日のメインテ

ナンスのためと、夜間の盗難防止のために（そも

そも夜間にリクシャを置いておく場所か見出し難い

ためもあるか），毎月100~150夕述を払って特定のガ

レージの所属となることが一般的なようだ。

カレーシは，チッタゴン市内のいくつかの特定

の地区にその大部分が集中している。その多くは，

市の中心部からそれほと遠く離れていない商業街

や新輿住宅街の裏町のような場所である国2I。し

かも，そうした地区の中でも，表通りに面した所

ではなく，裏通りや， さらにそこから少し中に入

った住宅の裏手等に位置することが多い。

ところで，ガレージのオーナーたちはこうした

七地を自分で所有しているわけではないこ多くの

場合，その時点で自分が所有するリクシャの台数

6ぅ



Ⅲ　リクシャワラの調査事例
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に合わせて，それに見合った広さの土地を別の地

主から借り受けるのである。それゆえ， リクシャ

の台数の増減につれて，ガレージ自体が場所を移

動することがままある。

さて， リクシャワラたちはどれ位の収入を得て

いるのであろうか。さまざまな機会に聞取りを重

ねた結果判明したことは，収入に関して言えば個

々のリクシャワラによって極端に差が見られると

いうことであった。操業中の自分の食費とリクシ

ャのレンタル代を除いて， lマダンで20~50夕カ9

全日操業して30~80夕心という極端に開きのある数

字である。これには，大きく分けて 2つの要因か

挙げられよう。

まず第 1に個人差が大きい。これは見過こされ

がちな点であるが， リクシャ引きは商売である。

それゆえに，駆引きの部分が意外に大きい。上手

に客をあしらうことかできれば儲けは大きくなり、

それが下手であれば儲けはわずかなものにならざ

るを得ない。しかも，まず道そのものを熟知して

いなければならず，それぞれの時間による道路の

状態，客層等々についての知識も必要である。つ

まり，商売人としての素質がある程度なけれはな

らず，それなりの頭脳も要求されるのである。ま

た，熱意によっても収入は異なる。労働密度が濃

ければ収入は大きくなり，他方で同じ稼き高を上

げても，操業中の食事や嗜好品の消費が多けれは

収入は小さくなる。言うまでもなく，労働時間は

収入を大きく左右する。さらに， リクシャを引く

ことはその日 1日だけのことではないから，自分

の体力や体調を考えながら，仕事の量を調節して，

長期的に見て最大の収人を目指すことも重要であ

る。この他に，これはリクシャワラ自身ではどう

しようもないことではあるが，客の側からの好み

や選択ということも考えなけれはならない。リク
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シャワラの年齢や体格さらには人相やリクシャの

状態等によって，客の方も交渉するリクシャを選

ぶからである。

第2に季節的変動や景気変動によって， リクシ

ャに対する需要の度合いか大きく変動する。乾期

（冬季）には人々も外出を控えるために，全体的に

仕事量が減る。また，湾岸戦争のようなことが生

じれば，チッタゴンは港湾都市であるために貿易

量が減り，商取引の量も減少するため，少量の貨

物輸送機関としてのリクシャの需要も減る。この

ように全体的に需要か減少した時には，先に触れ

たような客から見て人気のないリクシャワラは真

っ先に影響を受けて，彼らの収入は一層減少せざ

るを得ない。

（注 1) こうしたリクシャワラや，半年程度を周期と

して頻繁にガレーシを変えるリクシャワラはきわめて

見つけることか難しく，彼らの実態は良く分からないと

いうのか偽らさるところてある。

（注2) ガレーシが位箇する地区や場所，さらには l

つ1つのガレーシによって，そこに集まるリクシャワラ

の傾向にも差かできるようてある。また，地区ことの特

色もあるように思われる。

III リクシャワラの調査事例

この節では，チッタゴン市内のあるガレージで

の調査から，チッタゴンにおけるリクシャワラに

見られる特徴的傾向を考察してみたいc 調査対象

は，市内でも最もガレージが集中しているマスタ

ープールという地区の 1ガレージ（ここてはかり

にAガレージとしておく）に所属しているリクシャ

ワラおよびそのガレージのオーナーとメカニック

である旧 1)。調査は筆者が直接彼らにインタヴュ

ーする形で行なった。被調査者は，時々ガレージ

に修理や休憩それに交代等のために戻ってくるリ
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クシャワラを端からっかまえる形でインタヴュー

していったので，結果的に，不完全ではあるが一

種のランダム・サンプリングのようになった。調

査は1989年木から90年初頭にかけて，数阿に分け

て行なった (]12 1 0 

データ 0)概要は，第1表にまとめたとおりであ

る。ここでは，基本的なデータのみを提示した。

被調壺者は， リクシャワラが52人，オーナー 1人，

メカニック 2人，他に調査拒否2人で，事実上の

合計は55人ということになる。先述のように、 リ

クシャワラたちの流動性から，オーナーにもその

時々の時点の所属リクシャワラ数ははっきりとは

把握てきていないが，調査の実施時期においては

平均的所属総数はほぼ200人前後，実質的な稼働

リクシャ台数は約100台というところであったか

ら，全体のほぽ4分の 1程度のサンプルを取った

ことになる。以下では，第 1表の各項日について，

その特徴を見てゆきたい。

1. リクシャ・ナンバーから

すでに ~ij節のガレージについてのぶ述でも触れ

たように，各ガレージでは， リクシャ自体に対し

て交付されるナンバーとは別に，そのガレージ固

有の番号を個々のリクシャに対して付けている。

この調査では， リクシャワラたちを重複してイン

タヴューしてしまわないためと，彼らをIIIl定する

最も確実な手段てあることから，彼らに対してま

ず最初に自分のり1いているリクシャのカレーシ・

ナンバーとマダンの別とをたずねた。

まず，自分の引くリクシャが決まっている者が

52人のリクシャワラのうち36人いる。ほぽ70も:;:'"t'

ある。残りのおよそ30~芦の人（表ては Ex で表示）

は，毎日その場て空いているリクシャに乗るとい

う。空しヽてしヽるリクシャとは，修理か終わったは

かりでまた誰かそれを引くか決まっていなしヽリク

シャや｀本来の引き手がその日に突然仕事を休み

空きかできたリクシャ，というようなものである。

病気等の正‘りな理由であっても，無断でfi,Jl」か1t

事を休めば，そのリクシャの継続的使用権を失う

ことになるから，その日に仕事をしなくとも 1度

はガレージに来て少しばかり話をして帰ってゆく，

そうしたリクシャワラも必ず何人かいる。特定の

リクシャを引く者は比較的長期にこのガレージに

所属しているが，不特定のリクシャを引く者はや

はり短期やイ濱定期所属の行が大部分で，なかには．

ムラで稲刈り (}){+1iをしていたが，それか終わっ

たので昨日またマチに来たばかりだとか， 2, :1 

日前まであるft常てボーイの仕事をしていたがり

んがをして辞めたので今日からリクシャを引くと

か，そんな人も混ざっている。こうした人は，そ

の日に仕事にありつけるかどうか全く分からない

実に不安定な吃場にいる。それゆえに， リクシャ

ワラとして定杓を図る行は，仕事にありつけても

ありつけなくとも，カレージに顔を出してオーナ

ーやメカニックと閃係を密にし，早い時期に特｝Lテ

のリクシャが決まるように努める。逆に，いつま

でも特定のリクシャが決まらない者は，熱意がな

いとか信用できないと見られている証掲である。

マダンの別（第 1表ではA,Bて表示）に関しては，

lマダンのみり1く者かIt倒的に多く， 2マダン‘}|

いている者はわずかに 7 人，率にして 13.5~‘ふとい

う結果である。注Hすべき点は．彼らが例外なく

長期所属のリクシャワラだということである。た

たい彼ら全員が長期継続的に2マダン引いてい

るというわけではない。経済的な必要に迫られて

一定期間のみ2マダン引いているという人が多い

ようだ。実際問題として，体力的にも，長期間に

わたり 2マダン引き続けることにはかなり無狸か

ある。しかし，なかには，自分の好きなように時
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No.11 

1 
2 JOB 
3 Ex! 
4 133AB 

5 19A 

6 75A 
7 57A 
8 140B 

9 49A 

揺 I年齢 I教育程度
（学年）

M 42 3 
M 2 (I 

゜M 26' 5 
M 27 5 
M 35 

゜M :io-35 5 
M :15 5 

M 27 2 

M 20 

゜M 50 

゜
-1-0 ----4・9・ -8 --
11 78A 

ー・・M・---4-0-' ---

゜12 42A M 40 

゜13 11B M 55 0? 

14 41B M -30 

゜15 21A M :10 

゜16 Ml M 2(I ? 3 

17 M2 M l 7 

゜18 97AB M 35 ? 

゜19 47B M 2 5 BA(14) 

20 1091¥ ---------- ---゚-21 l l lB M t-30 

22 JJ8B M 40 

゜23 35B M 40 

゜24 Ex2 M 30 ? 

゜25 Ex3 M 30-35 0 

26 Ex4 M 23~24 4 

27 22B M 40 

゜28 Ex5 M 24 

゜29 29A M 30-35 

゜30 14A M 30 

゜31 %B  M 40 -- ---゚---
32 321} M 30-35 

゜33 98A!-I M 26 

゜34 Ex6 M 40 

゜35 Ex7 M 42 5 

36 114A M 2(i? 5 

37 Ex8 M 32 3 

38 Ex9 M 22 

゜39 ExlO M +30 0 

40 90AB M 30-32 0 
-4-1 -E-x-l -1 --- -M --- -26―-----—。一＿＿ 

42 Exl2 M 16 

゜43 llOAB M 30 7 

゜44 135B M 3(） 

゜45 160A M 40 

゜46 Ex!J M 3 5 

゜47 28AB M 35 

゜48 1(）3B M 2 5 

゜49 109 7 
50 7B M 25 6 

51 Exl4 ―M ―̀ 32 ---゚--＿ 
52 Exl5 M 22 

゜53 50B M 35 

゜54 llA M 22 

゜55 129AB M 26 3 

56 125A M 35 3 

57 Ex16 M 28 4 

,:1:1•Ji1,, れ 11.1戎

出身地

県ー上一＿郡＿ 1 村
土地所有
，ヽ 2トク）9)I 職種 I移入年

第1表 Aガレージ

職業経歴

Com1lla Barura 1,000 Own 1967 Mech., C 
Com,lla Murad Furughar 60 Pull. 1977-79 自耕

Comilla Murad E.Dail, N. of M. 0 Pull. 1983 農労

Dhaka Dhaka'(SI B1glampur （） Pull 1982 なし
Comilla Murad Kodomton （） Pull 1965-68 農労（若寸・')

Comilla Murad Pandghar 30 Pull 1972-73 魚商， C
Com,lla Murad. Pandghar 30 Pull 1979 自耕，農労

Cornilla Murad. 
Jattrapur ; I I o Pull. 1977-79 

';a-,' ，_ 
Comilla Murad. 

-MM(ruuorcraah1 d agara -----0 0 O ? 

Pull. 1982 t-・’ ＇ー
Chl. ？ Pull. 1955' → '-` -
C--om--ill-a -一 Murad. -P-u-ll. -1-9-8-7 ---- 農労 ----------

Cornilla Murad. KOIJOli 0 Pull. 1972 農労

Cht ？ 1 rural 1 60 Pull. 1959' 自耕；農労

Cornilla Murad. Neyamotpur 90 Pull. 1978-79 自耕，農労

Comilla Murad Mochagara 90 l)ull 1977 自耕，打商， v
Comllla Chanclma Mehar () Mech 1989 なし
Chl Katuwa Asar 

r, 
:Vkch 1987 なし

Bansal ？ ？ Pull 1981 

B Bana Kasha Akubpur 、f’ Pull 1982 知大生

Com,lla Ilomna Chanderchor ？ l'ull. -19-80 -----なし -

Cmllla Daudkandi Korakand1 o ? Pull. 1976-77 農労

Ch1 Anowara Anowara' 0? Pull. 1972-73 農労

Chl Anowara Anowara' 

゜
Pull. 1974 農労

Chl Anowara Anowara 7 

゜
Pull. 1972 なし

Camilla Murad.(N) Pandghar O? Pull. 1983 市楊で防物運ぴ，C.

Camilla Murad.(N) Pandghar 

゜
Pull. 1987 I 農労

Ch, Anowara Anowara 1 

゜
Pull. 1984 : 農労

Camilla Murad (N) Elka! 

゜
Pull. 1983-84 農労

Com,lla Mnrad Arirchor （） Pull 1977 ルンギー織り．V
Chi. ーし一 Anowara Charaton (I Full 1%--9 - 小商い，V;クレーノ ;,i,;1'Jぶ

Com,lla Mllrad (N) Kurbanpur () l’u l l. IY72 なし
Chl. Anowara Anowara' （） I’u l l. 1984 農労

Com,lla Murad Camella （） Pull 1960? なし
Com,lla Murad INW MtrJapur (1'1 Pull 1967 織り-f,V.;,J ヽ［恥、，し~

Com1lla Murad Kamargaon 

゜
Pull 1984 織り f,V

Chi Anowara Anowara' 

゜
Pull. 1987 ・ 農労

Corn1lla Murad. Kurbanpur 

゜
Pull. 1983-84 なし

Comilla Murad. Kurbanpur 

゜
Pull. 1972-73, ， i ~'士、 し

Comilla Murad.(N) J-a-h-a-n-g-ha-r ---

゜
Pull. 1987 農労

-C-o-rn-ill--a --Mura面―NfTrutpur --1-50 -P-u-l-l. -- -1-98-3 --- --自-耕-｛-＇継--続-！ 

Comilla Murad. Kurbanpur ! 

゜
Pull. 1989 なし

Cornilla Murad.(N) Bangara 150 Pull. 1985 H耕I'琺続1

Comilla Laksham I Bagmara （）？ Pull 1974 勤め人．テ ⇒ヵ`I）,9) ，｝ | ＼. c 
Com1lla Honma Raunatpur (） 9 Pull 1969 刈分けI卜作

Com11la Murad Chainpur 7 5 Pull 1974 自耕，刈分け小竹；煎労

Barisal •I ？ -200 Pull 1981 自耕（一部紺紐）

Com1lla Murad : Kurbanpur （） rul l 1974 なし

Com11la Rarura'I Adda 240 Pull 1988 自耕
-C-h-l --- Chi. ？ Potenga （） Pull. —1^-96-9 - 小商い（継統、1→ 

Comilla Murad. Jattrapur 45 Pull. 1987 自耕I紺続： ；農労
B.Baria Kasba Mohaudbag 

゜
Pull. 1974 小商し‘̀ C, 

Comma M~d. Kulghar o? Pull. 1984-85 小商しヽ ：耽め人．c.
Chi Anowara Anowara' 

゜
Pull. 1988 刈分け小作；小商い，V.

Fandpur' ＾ 26 Pull. 1980? 自耕＼一部継続）

Fandpur 50 Pull. 1985? 罰め人，自耕

, ;)) l) 1J‘•9 9'99,1, 14 1 ,、-- , 1 100;., I・ク ） 1 h (1 1 '.9夕 ，し 31 -r ラカ~ 9J : : f,r, •. 9, 1、'＼＇19 1H,9, 9]．llI各4,9) 、No.J A.fl:マタン II'，I::l| ＜',i，入り11
, NW I northw(,st,,rn E :east.. N.: north M.: Muradnag;i『 j:1f,J, I Own. owner puller〈'」 '9,,¥ 9 9, I M9‘cll mechanlCs』哉皮糸flt"]1,I III : l.l {，hlJよlIii 

H : hroth,・,. Z : sistc:r, s'. plural,. e : elder. y : youn只9•r
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間を配分して稼ぎたいという理由で，かなり長期 4. 教育程度

間にわたり毎H2マダン弓lいているという人も 2 第 lに，（マドラサ (madrasa。イスラムの教えを

人ほどいたけ1:3)0

2. 宗教

驚くべきことに， リクシャワラ，オーナー，メ

カニックを問わす，全員がムスリム（第 1表てはM

マーク）である。バングラデシュの宗教別人口構

成は，センサスの精度に問題があるためにはっき

りしないけれとも，通常はムスリムが85~87~賃程

度， ヒンドゥーか12~14ぷ程度．その他が1ら前

後とされている。こうした比率から考えれば， 55

人の被調査者の中に 5~7人程渡のヒントゥーの

人が含まれていてもおかしくないはずなのたか．

実態は違うのである。ちなみに，ダッカでの研究

でも似たような傾向が報告されており，これはリ

クシャ産業にほほ共通の特徴と口えるかもしれな

ぃIii:4）。こうした偏った分布の背景には，特にヒ

ンドゥーにおける特定の伝統的職業と結びついた

ジャーティ (jati)の存在という問題を考えないわ

けにはいかなしヽてあろう叶 s)0

3. 年齢

年齢の分布は，下は16歳から上は55歳まで幅広

いが，大部分は20歳ないし30歳台に集中している

ようである。これは， リクシャり1きが重労働てあ

ることを考えれば，当然の結果であると言えなく

もない。ただし，注意しなければならないのは，

この国の人々（特にムスリムの人々）の間ては， し

はしば年齢の把捉が極端に曖昧であり（むしろ関

心がないと言った方が正しいようである），そのため

に，ここで示した数字もあまり確実性は高くない

としヽうことである。また， このカレージでは見ら

れなかったが， リクシャワラの中には10歳前後の

子供や，明らかに60歳を超えている老人も，少数

であるがいることをつけ加えておく。

70 

説く宗教学校〕も含めて）全く学校教育を受けたこ

とがない者が圧倒的に多いげ6)。リクシャワラで

は実に52人中38人， 70ら以上にも1：る。この点に，

まず注Hしたい。ただし，このことは彼らが全く

の文盲であることを意味するわけではない。もち

ろん，自分の名前を書くのが精一杯というほとん

ど完全に文盲の人もいるのは確かである。だが，

リクシャワラたちの中には，都会で暮すうちに

（必要最小限度ではあるが）読み書きを覚える者も

多いのてある。単に必要に迫られてやむなく覚え

る， というばかりではない。ムラでは占新聞でさ

えめったに見られないが，マチではカラー写真さ

え入っているような雑誌やポスターが簡単に手に

入る。そうした刺激のh無の差が大きいのかもし

れない。この点には注意を払う必要かあるだろう。

第2に，学校教育を受けた者でも，そのほとん

どは 5年制の小学校の中退ないし卒業程度までで

あり，中学校以上はたった 2人たけである。しか

も．その中の 1人は6年て中退しており，実質的

には小学校卒と変わらない。この点では， リクシ

ャワラもオーナーもメカニックもほとんど差がな

い。戸^ い換えれは， リクシャ産業は小学校卒まて

の人々によって支えられているということになる。

これは注目すべき特徴である OE7)0 

5. 出身地ー一県・郡・村仇81

出身県に関してここで最も注Hすべき点は，極

端にコミラ県出身者が多いということであろう。

55人中:36人，旧コミラ県である現プラモンバリア

(Brahmanbaria)県出身者の 2人を含めると，実に

およそ 70ぷ近くまでがこの地帯の出身である（第

1図参照）。次いで．地元のチッタゴン県出身者が

12人 (2(）ふ強）。全体の 9割までかこの 2つの県(})
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第1図 ハンクラデシュ全図とチッタゴン市

およびコミラ県の位置

（出所） 筆者作成。

出身者で占められている。逆に，不思議なことだ

か，この2つの県の間に挟まっている旧ノアカリ

(Noakhali)県（現在のフェニ (Feni〕．ノアカリ，ロ

ッキープール (Lakshmipur〕の 3県）からは 1人も

来ていない。もちろん．これたけの限られたサン

プルから断定的なことは自えないが， リクシャワ

ラの出身地には何か地域的な特徴かありそうなこ

とだけは考えても良いようである川 9)0

さらに．コミラとチッタゴンという出身者の多

い2つの県の中で，再び地域的な分布に特徴か見

られるのである。コミラ限の場合，旧コミラ県で

は中央からやや北．現在の県で言えは最もチッタ

ゴンとは離れた所になる北部のムラトナガール

(Muradnagar)という郡（第2図参照）からの出身者

が混常に多い。同県出身者の中てはおよそ80;;,;,

全体で考えてもほぼ半数かこの郡の出身である。

チッタゴン県の方では，アノワラ (Anowara)と

いう郡の出身者が多い。しかし，それ以上に興床

深いのは，チッタゴン県出身の12名全員が市内で

はなくて，村部の出身者であったことである。そ

の意味からすれは， リクシャ産業は地方出身者に

よって担われているとも言いうるのではなかろう

か。

それては，ムラドナガール郡(f)中で．さらに出

身村の分布に特徴はあるであろうか。同郡出身で

あると言った被調査者には．彼らが村名を言った

時に．いくつかの既知の村名に言及して．そのど

ちらの方向か．距離はそこからどの程度か．とい

第2図 l日コミラ県とムラドナガール郡の位置

10 20 km 
o 1 1, ＇ 

JO miles 

（出所） 筆者作成。

7I 
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う点をたすねてみた ml11)。こうして，彼らの出身

村のおおよその位置が判明したが，今虔は，どご

か1つの村に集中するということはなくて，広く

分散していた。しかし． Iム域に分布するとはいえ，

そのほとんどは同郡北部に偏っていた。

ところて，第3図は， 1915~16年グムティ (Gu-

mti。図ではゴムティ）川によってもたらされた洪

水U)被害地域を小している＇：汁 II)し，ムラトナガール

郡の北部は，この図の被害激甚地域にほとんどそ

のまま人るU)である。同し 1つU)itliではあるか，

同郡の北部と南部はかなり様子が異なる，これは．

第 3図洪水被害地域

二 1915~16牛の被害地域
匡とくに閾札地域

に 1930年の浸水域
ダッカへ

0 LO 20km 
l l l 

（出所） 野間晴雄「英領期ベンカル低地の開発と製

業ーー史料による歴史地図的素描 」（『東南

アシア研究』第28巻弟 3号 1990年l2月） 72ヘ
ージ図 5。

72 

1つには郡の中央やや南を東西に流れるグムティ

川によって同郡が南北に分断されているためであ

るか，それ以ヒに大きいのは，同郡の北部は，ち

ょうどグムティ IIIとその北方を流れるティタス

(TitasリIIという 2つの川に挟まれていて，南部と

は異なり，インドのトリプラ (Tripura。図てはテ

ィッペラ）丘陵で集中的降雨があると， しばしは

（例年のように国中を覆う増水てはなく）突発的な洪

水に襲われる池域だということである。ここでIEfJ

郡内の微地形差と洪水地域の関係を詳しく述べる

余裕はないか， とりあえす，突発的洪水の被害地

域とリクシャワラの出身地の分布にイ可らかの関係

かありそうだ， という，点だけは指摘しておきたい。

6. 土地所有

士地所fiに閃して注Hされる，I奴は 3つある (ii12) 0 

第1に．圧倒的に土地なしの割合が多いc ここで

ト地なしとされている者の中には，宅地のみは）折

有している場合と，宅地さえも全く所有していな

い場合(}),,,,)方か含まれているか，いすれにせよお

よそ70年にも上るリクシャワラか土池なしだと答

えている。

第2に， 100り（ l戸。 ().4は）以上(})十地を所有

していると答えた人はわずかに 5人しかいない。

その上，兄弟て共同所fiしていると答えた者かお

り．それを兄弟の数で頭割りにして考えてみると，

2例は除外しなけれはならなくなる。また，生活

の困難から耕作を放棄せさるを得ないと答えた者

か1人おり．これも除外すると，実質的には10(）i;

以上の土地の所有者はたった2例のみになる。

第3ら 100サ以上の十地を所有する 2例(/)中

で， l冽は， 150戸を所打しているにすぎない。結

局，オーナー 1人が（兄弟3人で共同所有とはいえ）

lOOOnを所有していて，すは抜けて突出している

ことか明らか（こなる (:l:13)。百い換えれば， リクシ
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ャ産業は土地なしと一部の零細な農家とに属する

人々によって担われていることになる。ただし，

l例のみから断定することは危険たが，ガレージ

のオーナーたちはその例外である可能性が考えら

れる。

7. チッタゴンヘの移入年

年齢の場合ほどではないにしろ，こうした年数

の申告は曖昧なのであるが．それでもいくつかの

特徴か浮かひ上かってきた。

第 1に， i『千数だが，すでに1950年代に移人し

ている例が見られる。また，その他にも，父母ら

とともに幼少時に移入している例も見られた。こ

うした例からすると，チッタゴンヘの出稼きない

し移住というのは決して最近の現象に限られるわ

けではなし、ことか分かる。

第2に，年代別に分けてみると， 1950年代に 2

人， 60年代に 7人， 70年代に18人、 80年代に28人，

というように，全体的には明らかに移人者が増加

仙向にあることか確認される C，はたしてこれか農

村におけるi．．．地所有の細分化傾向とどのような関

係にあるのか，これは今後の検討課題としたい。

第 3に，年代別から離れて移入年を見てみると，

移人には明らかに 3つの大きなピークかあること

に気づく。すなわち，最初が1974年，次が70年代

木から80年代初めにかけて，そして最後か80年代

K てある。とごろで，この 3つのII、1}期は，いず

れもバングラデシュの国内において大きな変動が

あっに年にあたる。 1974年はハンクプデシュて最

大とも riわれる大飢饉があった年てあるい 1970り

代未から80年代初めにかけては，ちょうど経済的

に苦しくなり，国内政治も動揺し，ジアウル・ラ

ーマン (ZiaurRahman)大統釦の率しる先の BNP

(Bangladesh Nationalist Party)政権が崩壊してエ

ルシャド (Ershad)政権か登場してきた時期である。

1980年代未は｀ 87年と88年の 2年続いた大洪水に

加えて政治小安が広がり，結局は．湾岸戦争もあ

ってエルシャド政権が崩壊に泊い込まれた時期で

あることは多く 0)人の記憶、9こも新しいところであ

ろう。

8． 職業経歴

それでは，彼らはどのような職業を経て現在の

職に就くに至ったのか。ます， リクシャワラに限

って見てみよう。

ある程度は予想されることだが，やはり農業労

慟者からの転身が多い。部分就労をしていた者も

合わせるとl8人．およそ35;賃0)リクシャワラか牒

党労働者の経験者である。しかし同時に．最初か

らリクシャワラであるという者も12人， 23;ン：ほど

いる。このことか、直接に，ムラにおいてすてに

農業労慟の就労機会自体が頭打ちないしは減少し

ていることを反映しているのかとうか、これだけ

では判断しかたい。

他Jjで． t地の所有状況を合わせて考えると，

ムラにおいて部分的に農業労慟や刈分け小作ない

し農業外労働等に携わっていた人たちが，自分(/)

t地の耕作の部分（恐らくは自家消費分の足しにす

る部分）のみを残して，それ以外の現金収人を得

る場をマチに求めている傾向か推測される。この

推測か正しいとすれば． これか，自分の4|＜リク

シャが一定していないリクシャワラか常に相当数

いること（少なくともその一祁）を説明するのでは

ないたろうか。

典味深い0)は，都市へ出てきてから，何か他の

職を経験した後にリクシャワラに転身する例が7

例しかないことてある。他Jj．メカニック 3人

（メカニック 11pI)のオーナーを含む）の場合，彼ら

は，いすれも初めからメカニックとして働き始め

ている。メカニックになる場合には，バングラデ
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シュにおける他の多くの技術職の場合と同様に，

2年ないし 3年の見習い期間が必要であるか，こ

の期間は無給である。それゆえに，父親ないしは

兄に若干の経済的な余裕があり，なおかつ彼らの

罪解がなけれは，こうした見習いはそもそも不可

能てある。他Ji，リクシャワラないしはこれから

リクシャワラになろうとする者にとっては，彼ら

の毎日の生活がもともとその日暮らしに近いもの

だけに，実際問題としてこのような見習い期間を

過こすことはきわめて困難である。それゆえ，メ

カニックは初めからメカニックであり， リクシャ

ワラは初めからリクシャワラ， というような•種

の職業固定か1,i-0)ガレーシの中で生じているの

であろう。

3例だけだが，織り子（もしくは織り元）からの

転身が見られることも注目される。これらは，ハ

ングラデシュの伝統的なムラの家内工業である

ルンギー (iungi。主に男性用の腰巻布）やガムチャ

(gamcha。一種の手拭い）を織っていた人々である。

彼らの話によれは，主に都会での繊維工業の発展

の結果，これらの伝統的家内工業が圧迫されるよ

うになり，その維持が困難になってきて転職を余

儀なくされたということである，9

9. チッタゴンに出て来た理由

この質問は，答えることが難しいのを承知であ

えてたずねたために，曖昧な返答か多かったよう

だか，それでもいくつかの傾向は見て取れるよう

である。

第1に，予想したほど生活苦のみを理由とした

者は多くなかった。全体のおよそ 4分の 1ほどが

こう答えたのである。

第2に， もっと興味深いのは，これとほぽ同数

の者が，親戚の者ないしは同村出身者がチッタゴ

ンにいたのて， と答えていることである。これら
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の返答をした者の中で，何人かからさらに詳しく

話を聞いてみると，次のようなことか浮かび上か

ってきた。すなわち．これらの人たちには，それ

がささやかなものであれ．他に何か選択の余地が

あったらしいのである。たとえは，ムラの付近で

のリクシャ引き，各種の日雇い作業、農業労働，

ちょっとした行商，等々。しかいどうもマチで

のリクシャワラの方が稼ぎが良さそうだとか，都

会に出てみたい等の坪由から，最初はチッタゴン

に出て来たらしい。また．このように百っている

者の中には、明らかにムラとマチを行ったり来た

りしている者が何人か見受けられた。

第3に，少数だか，チャンスを探しに来た，よ

り良い仕事を求めて来た等と，はっきりと上昇志

向を見せている者がいる。

以l：の 3 点を考え合わせると，—•般に考えられ

ているような図式すなわち，都市下層民はムラ

から押し出されて来た，という考え方では捉えき

れない部分があるのではないかと思われる。

10 現職への仲介者

圧倒的多数が親戚の者もしくは同村出身者を1中

介者として挙げている。これに以前からの知り合

い（近く(/)村の出身者等）を合わせると，約60らの

人かこれらの人の仲介によって現在の職に就いた

ことになる。これと反対に，全く何の仲介もなし

にという例は比較的少ない（約30年）。つまり，多

くの者は何らかの仲介を立てて職に就く傾向があ

るのである。

非常に興味深いのは，仲介者が親戚の者である

と答えた 19例中， 13例までが仲介者は父方であ

り，特に，そのうち父｝jオジ (FB) およびその息—f

(FBS)が12例を占める，ということである（沖14)0 

このことを理解するためには，バングラデシュの

ムラが，とりわけ，その基本的な単位となるバリ
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(bari)と呼ばれる共住集団か，父系親族を中核と

して形成されているという事I’肖を考える必要があ

るだろう。すなわち，バリの中では父系親族，特

に父方のオジやその息fたちとの交流かf供の頃

から密接であり，そうした密接な関係かごうして

都会に出て来てからでも大きく作用するのであろ

う。

もう 1点，注日すべき辿答に出会った。 2例だ

けだか，このガレーシのオーナーがlnlじコミラの

出身者だからそれを頼ってみた、という返答があ

ったのてある。確かにオーナーは現コミラ県のホ

ルラ (Barura)郡出身である。他方，こう答えた 2

人は， 1人は現コミラ県ムラトナガール郡の出身，

もう 1人はIllコミラ県（現プラモンハリア県）コシ

ュバ (Kasba)郡I))出身であった，，こ I))点について

は，後に再び取り上げることにする。

11. 同僚

現在，このガレージに視戚ないし同村出身者等

かいるかとうかをたすねてみた。この結果を，仲

介者の竹問に対する裕えと比較してみると，非常

に流動性か糾いことか明らかになった（仲介れは

Ii,].ガレージに所属することか一般的である）。仲介

者の有無に関する質問に対して親戚ないし同付人

（知人を含む）と答えていたのに現在の同僚にはそ

うした人かいないと笞えた行は10人，その逆か8

人であった また， l刺方の質間について視戚ない

し同村）、 (XI]人を含む）がいると答えたにもかかわ

らず， IIhi者か同一人物でなかった例が7人であっ

たつまり，合計25人が変化を示す答えを述べて

いるのである。不明な 7例を除く48の事例の中で

実に半数以Lが変化していることになる。これは，

さまざまな形でらをを頼って移人して来る者が多

い半面，同時にかなりの数の者が．たとえかなり

近い関係にある者が同僚にいたとしても，何らか

の理由から他のガレージヘの移動をためらわずに

行なっているということをぷ唆してし lる(iU5)0

12. 結婚

木婚者10人に対して既婚者は43人おり（不明2

人），圧倒的に既婚者が多い。リクシャワラたち自

身の年齢およひ家族構成（後述）との比較から考

えると，かなりの早婚傾向を想定して良さそうで

ある。これは， リクシャワラという職業か体力勝

負であること．したがって， 17,18歳になればほ

ぽ一人前に稼ぐごとができること，その結果， 20

歳前後で結婚してしまうリクシャワラかしばしば

いるという事実こうしたことから説明されるの

ではなしヽだろうか。

13. 世帯構成川16)

未婚者は，比較的自由な生活を送っているよう

である。未婚者10人中 8人が完全なひとり者であ

り，残りの2人は家族の誰かがマチかムラにいる

のたが，いすれも扶養義務を負っておらず，自分

の好きなように稼ぎを使っているとのことであっ

た。

それとは沢なり．既婚者はいずれもかなり生活

に追われているという印象を受ける。特に，扶養

家族の多い者は大変である。しかも．そうした人

の数が予想以上に多いのである。扶投家族5人以

上という例か．はっきり世帝構成の判明している

既婚者43例中．実に17例 (40ぶ）も見られる。なか

には子供か8人という例 (1例）や 7人という例

(3例）さえも見られるのである。筆者の観察から

言えは， リクシャワラをしている場合には，妻プ

ラス子供2人が，貧しいなからも何とかまともに

食事をとって養ってゆける限度である。それゆえ，

扶韮家族5人以Iという上記の40;し:0)人々 は， f

供も老人も家族全員が死にもの狂いで働いてもそ

の日の食事にこと欠く状態であろう。こうしたこ

7う
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とを考えると．思わず暗滸とした気持にならざる

を得ない。

14. 居住

リクシャワラ本人の居住に関しては圧倒的多

数が都市居住である。不定期に働いている者や，

近郊から出て来ている者も，何らかの形でマチに

住居を見出しており，毎H通勤して来る形のコミ

ューターは見出せなかった。たたし，これば言う

までもないが，近郊村から出て来ている者は毎週

未には自分の村に帰るし．季節的に出て来ている

者も一定の期間が終われば帰る。

他方，彼らの家族（同一世帯員てない者を含む）

の居住に関して言えは．その大部分はムラに居住

している。判明している 46例中38例 (SO~，；以 t）か

それにあたる。五い換えれば， リクシャワラには

単身赴任者や独身者が圧倒的に多いのてある。た

だし．こうした人たちのうち，特に単身赴任の形

の者たちは 1~6カ月に 1度は村に帰ってゆく。

都市に世帯員全員が出て来てしまった場合てさえ．

年に 1度程度は村に戻り．短くても 2~3日．長

い場合には何力月も村の親戚の家で過ごすのてあ

る。こうした形でムラとマチの関係は切れ目なく

続いてゆくわけである。

（注 l) こ0)ガレーシには，それ以前から調令を紺紐

していたムラから，ここに出稼きの者か出ているという

情報を基に，最初は偶然に出向し 9たのであったたそれゆ

ぇ，ガレージの選択を意図的にしたわけてはない。

（注2) 調育を 1度に短時HO)うちに集中して実施て

きなかったのは， リクシャ産業の特殊件によるところか

大きいe 一般的に，fって．カレーシのオーナーたちは，

（たとえハングラデシュ 0)人てさえも）見知らぬ者かカ

レージに人り込むことをあまり歓迎しないヘガレージ内

ての作業の邪魔になるせいもあるか．それ以 lこに．カレ

ーシの実態， とりわけオーナーの収益の実態について知

られることを嫌うかららしい3 本稿ては薙ずる余裕かな

いが，オーナーたちの多くはかなりの収益を l-ーけている
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と推測されるのである←，したかって， 1回の調森はオー

ナーの我慢I))限度内の時間で終了しなけれはならず｀連

il押しかけることもてきなかったために｀ このような調

令の形式を取らざるを得なかったさちなみiこ，＼ lくつか

のカレーシでは，インタウューそのものを全面的に禁じ

られさえした。

ぼ 3) 吊朝と晩を避けて i外こ昼間たけを引いて＼t： 

し＇と若えれば，嫌ても 2マダン借りさるを得なt)。ただ

いこじ）ように昼間たけサIけふ身体にひとtJ負担はか

からないうえに青工夫をすれは，ちょうと14時の交替時

間て他のリクシャか少なくなった時に集中的に客を拾う

ことも11J能であるから，あなかち無茶な選択と¥)うわけ

てもなt¥3 

（注 -1) Salim Rashid,前掲書。

（汁 5) 政治的に微妙な点てあるためか，ハングラテ

シュにおいてはヒントっーに関する研究もテータもきわ

めて限られたものしか見出せなししそれゆえに．シャー

ティ別の分布や人fI構成は全く予想もつかないのて．こ

i)) ように指摘するに留めさ~るを褐ない。

(it6) たたし，ここではコーラン())暗唱をその教育

の中心としているモクトブ (maktab)：こつ＼ヽ ては含めて

し、なし％モクトプと異なり，マトラサでは．アラヒア語

を始めとして，ヘンガル語，英語，ペルシャ語等の各種

u)語学やその他の一般教蓑的知識を習得することかでき

るまた、通常の学校のよう（こ，マドラサには上級の過

程もある r

(it7) 唯一の例外は BA(14年）卒業というリクシ

ャワラである 2 かなり特殊な例であるか，時々やむなく

こうした職に就いている人を見出すことかある，

I汁 8) ここて郡とはウポシラ (upajila)の訳てあり，

県の下の単1立てある。また，付とはヘンカル語(J)グラム

(gram)のこと，ムラとの差については．拙稿 前褐論文

を参照されたいc また，河合明宣・安藤和雄〉ヘンカル

デルタの村落形成についての覚え畠（？東南アシア研究』

第28巻第3号 ］990年12月） 92~106ヘーシも参照のこ

3
 

,.¥J 

（注 9) ある報告によれは囀 ノアカリ県のある村ては

出稼ぎ先がかなり分散しているようである（安藤和雄

ーハングラテシュの農業と社会 ーノアカリ県の稲作と

出稼き‘ -：つ国際農林業協力；第7巻第 1号 1984年6

月 43~50ペーシ。ちなみに， この論文の著者の安藤氏

に直接うかかったところ，そのムラてはシレ／卜 (Sylhetl
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方面への出稼きが多く，チッタゴンカ祖］にも出ているか，

勤めをしている人か多くて， リクシャワラの例はほとん

ど見られなし）， と0）ことであった），，また，コミラ県の

南西のチャンドブール (Chandpur)県（旧コミラ県の一

部） U）ある付ては． リクシャリ1きを仕事とする者は見ら

れるも 0)(/)．その仕事場は県内（大体は通勤範囲内）に

限られ， もう l')(/）別の付ては．そもそもリクンャワラ

さえ見られなしヽ．としヽう報化•もなされてしヽる（禅 If!能宏；

ケシャプ・ラル・マハラジャン「ハングラデシュ(/)〈むら

と〈よち〉のインターアクシ 1 ン」 1•束 l'h アシア研究』第

28巻第 3り 199(）年12JJ)111~1:,4ヘーン）。

（注10) こうしたことか可能たったV)は．実は筆者0)

逍脊HがI口l郡に位憤してし、たことによる，も七ろん．ネ

ットワーク分析方の側而からの考察は必＇射たが，そ 0)-

部は，この後の「チッタゴンに出て来た理由jの項で取

I') |：けることにする。

(i「11) 野間睛雄「芯領期ヘンガル低地の開発と農業

一ー史料による歴史地図的素描―-」（『東南アシア研究J

冷28巻第3り 1990年］2月） 73ペーシ。

（注12） よ0)単位はショトク (shotok)である ちな

みに， 100fだ 1;二＝0．4;；C 出身地域によっ _C.//ニ

(kani)やコンタ， ピカ (higha)という単{I}はその表小す

る内容が異なること， また，エーカーやメートル法は普

通は用いられないこと，こうした雌由から．共通の隼位

として最も雁実なンョ I、ク（ショタンシ＿l)をii，，位とし

て採用した。

(i i.l3) にたし，こ U)+．地は全て付在ILの彼U)長兄か

耕作しており，オーナーは'fVtI：は都市1活れてある，9

（注14) ベンガル語では，父よりも年長のオシか年少

d)オシか， さらには，そのとちらU)息（か，^ iを区別し

ているが， ごの場の議愉にはごうした［メ・別は必要てなし'

ために，その別を記さない。

(it15） この、9仄は，ハンクラデンュにわける視族や人

間関係を考える 1つの手かかりとなるリ）で：いなかろうか

（注16) 「世帝jは..::こではヘンガ；レ品のホリバール

(paribar) u)ボ。厳密に，fうならは．枇昴とホリバール

は内容がれ千異なる。この点については，次0)論文を参

照の..::と 0 [泉忠彦「二つの家／）X• tt.t沿概念？ イスラ

ム教徒の諸'J•例- -」（［1アシア・アフリカ，i語文化研究』

第15号 1978年3月） 1~14ページ。

N 検討点と試論

前節においては， リクシャのガレーシで働く人

々に関して，彼らの間にどのような特徴が見られ

るのか，また， f皮らの行動の背娯にはどのような

特徴か見られる 0)か，こうした点を概観してみた

わけである。本節では，それら 0)特徴の中から、

特に注t1すへき成をしヽくつか選び，それらについ

て検討を加えてみたい。

1. リクシャ産業と参入可能性

リクシャ産業に関わる人々は，少なくともカレ

ーンに集う人々から見る限り，ほほ‘ヽ一様に教育0)

機会を得られなかった人々であった。しかも，こ

の，lれは， リクシャワラに限らす，オーナーもメカ

ニックも同様てあった（前節第 4項）。また，職業

経歴から見る限り， f皮らの多くは，ほとんとこれ

といった技術も持ち合わせていないことも明らか

てある（前節筍8川）。さらに，確認、されている限

りで五えば，彼らの全てかマチてはなく地方出身

者であるのに（前節第 5項），その大部分は全く耕

地を所有せず，残りの少数の土地所有者も，オー

ナー 1人を除けば，その所有する面積はきわめて

わずかなものであった（前節第 6珀）。つまり， リ

クシャ廂業は，こうした教有も技術もなく，耕す

ためのt地も持たない人々によって成りす＾ってい

る0)である，換言すれは，リクシャ産業ふこう

した他に就業機会を得ることか比較的困難な池方

出身者に雇用の機会を与えており，そうした人々

にとってぱ比較的参人 lり能性の向い分野なのであ

るいもちろん，この産業に参入してきたからとい

って，彼らの生活か必すしも楽になったとは言い

難い側面もあるのは否定できない（前節第13項）。

しかし，たとえそうであるとしても，これらの人
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々に対してかなり広範な雇用機会を提供している

ことは，やはり紛れもない事実てある。

だが，同時に，こうした参人の可能性は誰（こで

も同様に開かれているのではないことに注意を払

う必要がある。仲介者なしにガレージに所属する

ようになる例は全体の30ぢ程度しか見られず（前

節第10項），しかも，仲介者がいない場合には，自

分の引くリクシャかなかなか確定しない。たとえ

リクシャが確定したとしても，‘り初は，故障がち

なリクシャや古く廃車寸前になっていて他のリク

シャワラか敬遠するようなリクシャが，これら 0)

仲介者のいない新参者に割り当てられる傾向にあ

る，、つまり．こうしたインフォーマルセクター0)

代表のような職種においてでさえ，参人可能性は

同等に開かれているわけてはなく，そ0)tに， ＾ 

度参人を果たしてからでさえも，かなりの期間に

わたって不利な状況の下て働かさるを得ないのて

ある。この事実は，インフォーマルセクターをフ

ォーマルセクターとのみ比較して考えてゆくのて

はなく，インフォーマルセクター内部のさまざま

な差異や特徴にも目を向けてゆく必要があること

をポ唆していると，iえる(/)ではないだろうか(iiI)" 

もう 1点，仲介者に関連しては，ネットワーク

の存在， とりわけ視族ネットワークの市要性に注

目したいけt2)。多くのリクシャワラは，仲介者と

して同村出身者，なかても自分の父系親放（特に

FBないし FBS)を挙げている。こうした個人的ネ

ットワークを通じて都市への移住や職業への新規

参人を図るという例は各地で報告されているが，

バングラテシュにおいてもこれは非常に大きな役

割を果たしているように見受けられる。

2. リクシャワラの流動性

リクシャワラの中の多くも， 舟般の移住者や都

市生活者と同様に，常に上昇可能性を追い求めて
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いる（前節第9項）。また， 10年， 20年と同ーガレ

ジに所属し続けるリクシャワラも稀にいるが．

大部分のリクシャワラは半年からせいぜい 2~3

年でガレージを変えてしまう。しかも，その理由

というのが，家（借家）を変えたからとか，同僚と

いさかいを起こしたからなどという，ほんの些細

なことばかりなのである。家を変えたといっても，

前の家からほんの200~300ぢしか離れていないと

,KIIると，ますます奇妙に感じざるを柑ない。その

上，同じガレージに親戚の者や同村の者がいる場

合でも，ガレーシを変えてしまうことをほとんど

ためらわないのである（前節第11瑣）。これは何を

、意味してしヽるのであろうか。

確かに，彼らは個人的ネットワークを利用して

参人を容易にしようとするのであるか，そうした

必要がなくなると躊躇せすに違う関係に乗り換え

る。こうした場合にも，以前からのネットワーク

上の関係が消滅してしまうわけではない。しかし，

日うまでもなく，個人的ネットワークの数多くあ

る選択肢なり諸WI係の中のどの関係を選ぶかはそ

の時々の判断や周りの状況にかかっており，彼ら

は比較的fl由に関係の選訳をhなっているように

見受けられる。こうした傾向は，必ずしもリクシ

ャワラの場合にたけ見られるものではなく，むし

ろハングラテシュにおける人間関係のさまさまな

面においても広く当てはまる可能性かあるけい）。

ネットワークを考える時に，しばしばそれを固定

的なものとしてしまいかちであるが，こうした柔

軟な側血流動的な側面を忘れてはならないてあ

ろう 2

3. 「クニ」の役割

同しく前節の仲介者の項で，特定の仲介者がお

らず，カレーシのオーナーがl,i)し（旧）コミラ県の

出身者であるからそれを頼ってみた， という事例
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を紹介した。実は．これに関連した輿味深い現象

が見られる。最初に，貴方はとこから来た())か，

クニ（ベンガル語てはテシ L 国esh)）はとこなのか，

とたずねると， リクシャワラに限らすはとんと())

人は． 1H県名で答えるのである。ただし， IU県名

で答えるからといって．この「クニ」の地理上の

範囲がIH県の範囲とそのまま一致するというわけ

ではない，このば葉を使う時に，その境界はそれ

ほと明確でないことの方が一般的てあるようだc

大雑把に□ってIR県の範圃とほぼ{iなる程渡， と
いう感じだが，それて充分に意味は通じているよ

うである。ごの他，仲介者かいた人々の場合でも，

それに加えて「このガレージには同じクニの人か

多いから」とか，「ガレージのオーナーが同じクニ

の人だから」などと曾う者がかなりし>tご(i+:4)。さ

らに全く知り合いもいないでマチに出て来たと

答えた人たちに．それではどうやって仕事や住む

場所を探すつもりだったのか， とたずねると，ほ

ほ一様に「同じクニの人を探して，それで何とか

するつもりだった。実際にそれで何とかなったよ」

という答えが返ってきた。また，そのクニ以外の

人々か，それらのクニの出身者をひとまとめにし

て「コミラマヌーシュ」 (Comillamanush。コミラの

人），「ノアカリマヌーシュ」 (Noakhalimanush。

ノアカリの人）等と呼ぶのもしばしば耳にする。

こうした行動や態度をどのように考えれは良い())

であろうか。

この点に関して，筆者は「クニ」という考え方

を仮説として提ょ梨してみたい。これは，上述のよ

うにかなり曖昧な範圃を指示する』葉であるか，

バングラデシュを理解するうえでは非常に屯要な

芳えjjてあるように思われる。こ(/)概念は，個人

的ネットワークとは涅なる。なぜなら，ネットワ

ークは，何らかの複数の個人間の関係がすでに存

在しており，それがどのような意味を持ち， どの

ような機能を果たすのか， という点に焦点を当て

るのに対して， ここでけう 1クニ」は，そうした

個人間の関係かそこに成り空つ，言わば「場」で

あり枯盤0)ようなものであるからてある。ごうし

た考え方が多くの人々の思考の根底にあるからご

そ，全く知り合いが1人もいないのに，誰か同じ

クニの人を探せは良い，そうすれば何とかなるぱ

ずだ（と占うより，むしろ，何とかしてくれるはず

だ）， としてマチに出て来てしまうというような

楽観的な行動も通用するのではないたろうか。

4. rプッシュ」か「ブル」か？

移住研究 (migrationstudy)においては，移動の

決定要因としてプッシュ (push)とプル (pull)の2

つの要因に分けて，分析を行なうことが一般的で

ある 2 これは，国際的な移住の場合たけでなく，

国内移住(internalmigration)においても同様であ

る。また，都市の下層民に関しては，主に経済

的な困難から村を押し出されて来るのたと（すな

わち、プソシュ要因によって）説明されることか多

ぃ（沖 5)。リクシャワラの場合はどうであろうか。

確かに， リクシャワラの個々の決断もしくは家

族全体による協議の結果とは別に，彼らが何らか

の外的な要因に左れされてマチ（チッタゴン）に出

て来た， と考えなけれはならない側面か見られた。

チソタゴンヘの移人年の分布には大きな波か見ら

れ，そうした波と国全体の社会経済的変動との間

には何らかの関連かありそうなことが示唆された

からてある（前節第7項）。その意味では，プッシ

ュ要因を好えないわけにはいかないであろう。

ところか，チッタゴンに出て来た即由について

0)答えとその分析からは，ごれとは別の側面がう

かかえるように思われる（前節第9項）。すなわち，

予想したほどには生活苫を移入の理由として挙げ
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る者が多くなく，何らかの選択肢から選んだとか

l•^ 昇志向を見せているというような例が，予想以

上に多いのである。しかも， これは，ムラの最下

附はむしろムラの中に留まる傾向か見られる、 と

いう ·,ti: 実とも寸没するのであるぃ•いまた，「ク

二」の項で見られたような，知）ヽ！よいないけれど

もマチに行って同じク.::.の人を探せば何とかなる

だろう， とするきわめて楽観的な姿勢も，ムラか

ら「押し出される」ということからは程遠い感を

受ける。これらの点からすると，都市下層民とし

てのリクシャワラの移動に関しても，単にプッシ

ュ要因だけからでは説明しきれない部分があるご

とは否定できないのではなかろうか。

移動の要因を，プッシュとプルに：分し，その

上でさらに 1つ 1つの要因へと細かく分解しなが

ら検討を加えてゆく，ということも必要であろう

しかし同時に，さまざまな •J;!-因をさまさまな側

血から眺めて検討を加え，その複雑な様相をてき

るだけ全体的に捉えてゆこうとする方向も忘れら

れてはならない， と考えるのである。

(ii 1) 本稿は，インフォーマルセクターそのものを

t題として扱うわけてはないので，ここてはこれ以上の
詳論を控えたし I。なお， インフォーマルセクターの9L"義

等については以ドの諸論を参照のこと。烏居泰彦・積IH

和 1紆済発展とインフォーマル・セクターのI膨ヽ｝k」（ l

田学会雑誌』第74巻第5J} 1981年10月） 1~46ページ／

渡辺利火・堀侑編傭l発紆済学 ー文献と解題 』ア
シアを見る眼64 アジア経済研究所 1983りプ／竺満照敏

「労働移動・而用 1(『アンア経済1第27匹第 9 • 10リ

19861J::lO月） 58~62ページ，

(ii 2) t、ットワーク d)概念や足義へ、S'については， i火
0)論文に従う。 Mitrhell,-l Cly(h,‘≫、!"heConc<'pt and 

Use of Social Networks," J. Cly<le Mitchell編． s心al
心 twork,in Urbtm Situations: Analysi., of Personal 

R£'i(lII(） il •ヽhi•松 m ( (`9t/1(ll.4炉•(In Tlm.n.、マンチェスタ

-. Manchester [Jniversity Pr^ 1961)年， lへ50ベー

，
 

,~ ノ
‘・‘ ‘、

(il'3) 般的な表現なから，類似の傾向を指摘する

研究行かいるからである。 Maloney,Clarence, BelれJuior

and l'overl_v in Br111Rl{ld(＇sl/，第 2版，ダ、'I力，［lniversity

Press, 1988年ちなみに， Iヽ ングラテシュの人々に見ら

れるこうした繁雑な職業桁換ないし1"lー職種内での職場
転換(/)傾向を．ィスラムの教えと 0)関連から説明しよう

とする点かある (It;！忠彦＇中パキスタン・チッタコン地

'"モスレム村落における職業と価佃観」〔「東南アシア研

究』：137巻りf;J IJ- 1969り・(i/］〕 58~75ベージ）。確かに
こリ）ガレージにおいても全員が例外なくムスリムてあっ

たから，こうした品明のi|．Jjでもー／心の筋は辿るのてあ

る：ナれとも，はたしてそれかJ'{U)もしくは根本的なl)；［因

てあるのかとうがは，同一地域における他の‘ぷ教集団と

比較対照してみなければ、 →概には，iえなしヽ てあろう，
（注 4) 逆に，こうしたことから， 1つのガレージに

I,i]郷人か几まりやすt>，ということもどえられる。

(it5) ここではリクシャワラの場合に即して検斤寸を

/JI!えるのかi1［いてあり，移住研究U)一般，，出なし、しは即，；倫
的検i寸をli指すものてはないので，個々の文献名を挙げ

ることは杵える。なお， Ill,，昔0)＇AAt等につしヽては次の文

麟こ従う Wilson, Christopher (originally Roland 

Preいat)編， Tll(.l)idi(）11(／ry (I，r l)em(IKI(/pll,し'，ロントン，

Basil Blackwell, 1985年。

(l,i.6) 1:Ii稿 liり掲論文を参照されにいヘ

（東};¥女学餡短期大学兼i［講帥）

〔付配〕 本稿で用いたデータの一部は，筆者が青

年泊j外協力隊の員としてバングラテシュILIコミう
農付開発アカテミーに派遣され，そこて実施した調

脊から得にものてある。叫してこの 2つの組織の協

力と配慮に懇謝する。また，げ稿の段階でコメント

をいにだいにアンア経済研究所の佐藤宏氏に感謝の

怠を表したい。
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